
　　問題　放物線  と軸で囲まれる範囲にあり，原点で軸に接する円の半径の

　　　　最大値を求めよ。ただし，＞とする。　　　　　　　　　　　　　　一橋大　

　　解答　放物線  ……①と軸で囲まれる範囲をとし，内の軸上の点を

　　　　，＜＜とする。点，が放物線①上を点，から点，
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　　　　まで動くとき，線分の長さの最小値が求める円の半径となる。

　　　　①を用いると
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　　　　で  の最小値を考えればよい。
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　　　　このとき接点の座標はであり，②は
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　　　　このとき接点は，であり，③は＜
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　　　以上をまとめると
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